
スコアカード記号(主なもの)
2011年2月17日 改訂 日本リトルシニア野球協会

ス ト ラ ○イ ク
安 打

空振りストラ ○イク 78

ボ ー ル ・
二 塁 打

フ ァ ー ル ボ －ー ル 78

スコアカードのつけ方
四 球 Ｂ

三 塁 打
死 球 ＤＢ 78

三 振 Ｋ
本 塁 打

空 振 り ＳＯ三 振 78

振 り 逃 げ
内 野 安 打

ｽ ﾘ ｰ ﾊ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞ 失 敗 Ｋ3

盗 塁 Ｓ
ﾌｧｰﾙﾌﾗｲｱｳﾄ

野選(ﾌｨﾙﾀﾞｰﾁｮ ) ＦＣｲｽ

暴 投 ＷＰ
ﾊ ﾞ ﾝ ﾄ ﾋ ｯ ﾄ

捕 逸 Ｐ
残 塁 ℓ
得 点 ○
打 点 に よ る ○得 点

ボ ー ク ＢＫ
ｲ ﾝ ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ﾌ ＩＦﾗ ｲ

日本リトル・シニア関東連盟 審判部 犠 打 、 ◇犠 飛

エ ラ ー Ｅ
記録委員会 守 備 △妨 害

打 ・ 走 塁 ▲妨 害

（１）

●

B.H.



（守備位置の記号） (残塁の記号) ℓ
１　投　手(ﾋﾟｯﾁｬｰ) ２　捕　手(ｷｬｯﾁｬｰ) 中央の菱形の｢ます｣の中に記入。
３　一塁手(ﾌｧｰｽﾄ) ４　二塁手(ｾｶﾝﾄﾞ) 8

５　三塁手(ｻｰﾄﾞ) ６　遊撃手(ｼｮｰﾄ)

７　左翼手(ﾚﾌﾄ) ８　中堅手(ｾﾝﾀｰ) （ｱｳﾄのｹｰｽ）
９　右翼手(ﾗｲﾄ) 『ゴロ』

[例] 3塁ｺﾞﾛ、1塁送球ﾜﾝｱｳﾄ。
（投球の記号）左端の縦の「ます」の中に上から記入。 5-3

○ 見逃しストライク 『ライナー』
○ 空振りストライク [例] ｼｮｰﾄﾗｲﾅｰ、捕球ﾂｰｱｳﾄ。
・ ボール 6

ファールボール

（注）最終投球は、記入しない。 『フライ』
[例]ｽﾄﾚｰﾄの四球は 三球三振は [例] ｾﾝﾀｰﾌﾗｲ、捕球ｽﾘｰｱｳﾄ。

又は
8

B so K 『犠牲バント』
（アウトの記号） [例] ﾋﾟｯﾁｬｰ前犠牲ﾊﾞﾝﾄ、ﾋﾟｯﾁｬｰ
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、中央のひし形の「ます」の中に記入。 からﾌｧｰｽﾄへ送球、ﾜﾝｱｳﾄ

1-3

so 1-3 8

『犠牲フライ』
（得点の記号）○　中央の菱形の「ます」の中に記入。 [例] ﾗｲﾄへ犠牲ﾌﾗｲ、捕球ﾂｰｱｳﾄ。
○　打点による得点（赤丸を記入する。）

[打点]①打者が、安打、犠牲ﾊﾞﾝﾄ、内野のｱｳﾄ、野手選択 9

 によって走者を得点させた場合。

 ②満塁で四死球、妨害(ｲﾝﾀｰﾌｪｱー)及び走塁妨害に 『ファールフライ捕球』 ・
 よって、打者が走者になったために走者に本塁が [例] ｷｬｯﾁｬｰﾌｧｰﾙﾌﾗｲ、捕球ｽﾘｰｱｳﾄ
 与えられて得点が記録された場合。

2

○　上記以外の得点（黒丸を記入する。）

（２） （３）

○
○

○
○

Ⅲ

ℓ

○
○
・

・
・
・

○
○

○
○

○
○ Ⅰ

○
○ Ⅱ

○
○ Ⅲ

・

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ



『三振』
『インフィールドフライ』 IF 空振りの三振 ＳＯ
[例] ｲﾝﾌｨｰﾙﾄﾞﾌﾗｲ、ｾｶﾝﾄﾞ捕球 ﾜﾝｱｳﾄ。 IF4 見逃しの三振 Ｋ

ｽﾘｰﾊﾞﾝﾄﾞ失敗 Ｋ３

『タッグアウト』 (1) 2-4 (2) (6) 三振振り逃げ
[例1]１塁走者盗塁、ｷｬｯﾁｬｰ Ｂ 78

 からｾｶﾝﾄﾞに送球ﾀｯｸﾞｱｳﾄ。 『守備妨害』 △
[例2]３塁、打者のｾﾝﾀｰﾌﾗｲでﾀｯﾁｱｯﾌﾟ、本塁を 〔例〕1塁走者が次打者の打球を処理しよう 9

 狙ったがｾﾝﾀｰ、ｼｮｰﾄとﾘﾚｰされ本塁ﾀｯｸﾞｱｳﾄ。 としているｾｶﾝﾄﾞの守備を妨害した。
（出塁のケース） 4-

『フォースアウト』 (1) 4-6 (2) 『安打』(小さなますの角から角まで赤線を引く）

[例1]１塁走者、次打者のｾｶﾝﾄﾞｺﾞﾛ 9 3A 単打
 でｾｶﾝﾄﾞ捕ってｼｮｰﾄに送球、
 2塁ﾌｫｰｽｱｳﾄ。 4- 7

[例2]打者ﾌｧｰｽﾄｺﾞﾛ、ﾌｧｰｽﾄ捕って ﾚﾌﾄ前ﾋｯﾄ 三遊間ﾋｯﾄ ｼｮｰﾄ前内野安打 ｻｰﾄﾞ前ﾊﾞﾝﾄﾋｯﾄ

 そのまま１塁に入りｱｳﾄ。
(注)野手が捕球してそのまま塁を踏んで 長打

ﾌｫｰｽｱｳﾄにした場合は3-3または 78 78 7

3,3とせずに、次の記号を使う。 ２塁打 ３塁打 本塁打
１塁 Ａ、２塁 Ｂ、３塁 Ｃ、本塁 Ｄ

[例１]でｾｶﾝﾄﾞが自分で２塁を踏めば ４Ｂ 『四球』 Ｂ
(1) 4B 『死球』 ＤＢ Ｂ DB

9 四球 死球

4- 『野選（ﾌｨﾙﾀﾞｰﾁｮｲｽ）』 ＦＣ
『ダブルプレイ』

Ｄ．Ｐ
〔例〕走者1塁、次打者ﾋﾟｯﾁｬｰｺﾞﾛ、

〔例〕走者1塁ｻｰﾄﾞｺﾞﾛ、ｻｰﾄﾞがｾｶﾝﾄﾞへ 6 ﾋﾟｯﾁｬｰ2塁に送球したが、走者ｾｰﾌ。 Ｂ

送球ﾌｫｰｽｱｳﾄ、ｾｶﾝﾄﾞ・ﾌｧｰｽﾄへ
転送ｱｳﾄ、ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲ。 5-4-3 1-

（４） （５）

Ⅰ

△4

56

8-
6-2

Ⅰ Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ｄ
・
Ｐ

6
BH
5

FC1
  -4

Ⅰ

5-4-

・
・
・

・
・
・

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ



『失策（ｴﾗｰ）』 Ｅ 〔例3〕

『盗塁死』1塁走者が打者の2球目に (3)

E5 E5-3 5-E3 E7 盗塁を試みたが、ｷｬｯﾁｬｰからｾｶﾝﾄﾞへ DB

3塁ｺﾞﾛ後逸 3塁ｺﾞﾛ、ｻｰﾄﾞ 3塁ｺﾞﾛ、ｻｰﾄﾞ ﾚﾌﾄﾌﾗｲ 送球ﾀｯｸﾞｱｳﾄ
1塁へ暴投 1塁へﾌｧｰｽﾄ落球落球 打順を記入

『進塁』(　)　または　←

『打撃妨害』『走塁妨害』 ▲ (1) (2) 〔例1〕5番打者の安打で、1塁走者 (1)

8 2塁へ進塁。 Ｂ

〔例1〕ｷｬｯﾁｬｰの打撃妨害で1塁へ

〔例2〕ｾｶﾝﾄﾞのｵﾌﾞｽﾄﾗｸｼｮﾝで1塁走者3塁へ

『打球が走者または審判員に当たる』 × 〔例2〕4番打者の2塁打で、2塁走者 (2)

野手に触れていないﾌｪｱﾎﾞｰﾙが、走者または 本塁へ。 7

審判員にﾌｪｱ地域で触れた場合。
(1) (2)

〔例1〕打球が1塁走者に当たった B

〔例2〕打球が2塁審判に当たった 〔例3〕6番打者のｾﾝﾀｰ前ﾋｯﾄで、 (3)

3塁走者本塁へ、ｾﾝﾀｰの 7

（進塁のケース） ﾊﾞｯｸﾎｰﾑでﾀｯｸﾞｱｳﾄ、

『盗塁』 Ｓ (1) Ｓ (2) Ｓ その間6番打者は2塁へ進塁。

DB 7 D.S
『ﾎﾞｰｸ』 ＢＫ

〔例1〕1塁走者が打者の Ｓ

2球目に盗塁した。 Ｂ 『暴投』 ＷＰ Ｐ Ｂ

打者の2球目に　’印を

付けるとわかりやすい。 『捕逸(ﾊﾟｽﾎﾞｰﾙ)』 Ｐ

〔例2〕『重盗』
D.S

〔例〕1塁走者ﾎﾞｰｸで2塁へ、打者の2球目

が暴投になり3進、3球目ｷｬｯﾁｬｰの

ﾊﾟｽﾎﾞｰﾙで本塁へ

（６） （７）

1-3-
6-▲4

Ⅰ

(6)

(5)×

○
・／

2審×

○
・／

Ⅱ

○
・／

(5)

9

○

9

(4)

Ⅱ

8

Ｓ

8-2

○
・／

○

○
・
・

／
／

BKWP
・
・
・

▲2

2-4

・
・
・

・
・
・

・
・
・



（その他） 『投手交代』 (交代した所に赤で横線を引く)

『代打』 打

〔例1〕打者に四球を与えた (1) (2)

『代走』 走 所で、ﾋﾟｯﾁｬｰ交代。 Ｂ Ｂ

『打者等の交代』 (交代した所に赤で縦線を引く） 〔例2〕打者に2球投げた所で、

ﾋﾟｯﾁｬｰ交代。
〔例〕1番打者「青木」に代わって「代打、井上」、四球で

1塁へ出塁、走者井上に代わって「代走、上田」 『ﾗﾝﾀﾞﾝﾌﾟﾚｲ』
(何処で代走に代わったか分からないので、ｲﾆﾝｸﾞ表示の

　欄に走、上田と記入する。) 塁間で、挟撃に参加して送球に直接
攻守交代になって、｢上田｣そのままｾｶﾝﾄﾞ。 係わった野手を順に記載する。

打
　
順

ｼｰﾄ

1 2 3
ｴﾗｰして走者を進塁させた場合、

先
 
発

打
ち
方

背
番
号

その野手にEをつける。

〔例1〕 1-4-5-6
1 4 青　木 4 〔例2〕 1-4-5-E6
11 打 井　上 12

21 走 4 上　田 24 『ﾃﾞﾌﾚｸﾄされたﾎﾞｰﾙの処理』

『攻守交代(ﾁｪﾝｼﾞ)』 〔例〕ﾋﾟｯﾁｬｰｺﾞﾛをﾋﾟｯﾁｬｰがはじいたが、

ｻｰﾄﾞがｶﾊﾞｰして1塁に送球して

ｱｳﾄの場合。

1.5-3

（８） （９）

Ⅰ

Ｋ Ｂ

ℓ

Ｓ

走
 

上
田

Ⅲ

○
－

SO

・
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

○
○
・



(記録に関する規則) タイブレーク時のスコアカードの記入について
｢記録に関する規則」は、『公認　野球規則』10･00に詳しく 2011.02.17.改

記載されているので、これを参照されたい。 関東連盟審判部　記録委員長　増子

　連盟大会等で、ｽｺｱﾌﾞｯｸをつけ、集計の際の参考のために

その中からよく使われるものを抜粋した。 今年の関東連盟支部大会より試合時間の短縮のためﾀｲﾌﾞﾚｰｸを採用

『打席数』 下記の点を留意の上記録するようにして下さい。

(1)打撃を完了した回数 1.ﾀｲﾌﾞﾚｰｸは、7回終了の時同点の場合、延長戦に入るが9回までとし、

(2)打数、四球、犠牲ﾊﾞﾝﾄ、犠牲ﾌﾗｲ及び妨害または走塁妨害 　尚同点の場合ﾀｲﾌﾞﾚｰｸに入る。

　 による出塁数の各々の合計。 2.ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ方式は3ｲﾆﾝｸﾞまで継続し未決着の場合抽選となる。

『打数』 3.ﾀｲﾌﾞﾚｰｸの条件は一死満塁となる。

上記の『打席数』から四死球、犠牲ﾊﾞﾝﾄ、犠牲ﾌﾗｲ及び妨害 4.打者は前回正規打順に打撃を完了した次の打順の打者となる。

または走塁妨害による出塁数を除いた数。 5.走者は打者の前の打順の者が一塁走者、その前の打順の者が二塁走者

　三塁走者は二塁走者の前の打順の者がなる。(別表参照)

『打点』 6.　4.5.項の場合代打、代走は認められる。

(1)打者が、安打、犠牲ﾊﾞﾝﾄ、犠牲ﾌﾗｲ、内野のｱｳﾄ、野手選択に 7.ﾀｲﾑﾌﾞﾚｰｸ中のﾁｰﾑ及び個人記録は公式記録とする。

　よって走者を得点させた場合。 (1)投手成績は規定により出塁した3走者は投手の自責点としない。

(2)満塁で四死球、妨害(ｲﾝﾀｰﾌｪｱー)及び走塁妨害によって、 (2)完全試合は認めない。

  打者が走者になったために走者に本塁が与えられて得点が記録 (3)無安打、無得点試合は認める。

  された場合。 (4)規定により出塁した3走者の出塁の記録はないものとする。

(3)打者が｢ﾌｫｰｽﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲ」、｢ﾘﾊﾞｰｽﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲ｣となったｺﾞﾛを (5)ただし盗塁、盗塁死、得点、残塁などは記録する。

　打って走者を本塁に迎え入れても、その打者には打点は与え (6)規定により出塁した3走者を絡めた打点、併殺打など

  られない。 　 全て記録する

　打者が｢ﾌｫｰｽﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲ」となるようなｺﾞﾛを打ち、第1ｱｳﾄが ◆　ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ時の走者配置表

　成立した後、1塁(または1塁以外の塁）での第2ｱｳﾄに対する 打者 走 者 の 配 置 打 順

　送球を野手が捕らえ損じたために、その野手に失策が記録 打順 一塁 二塁 三塁

　された時に走者が得点してもその走者には打点は与えられ １ ９ ８ ７

　ない。 ２ １ ９ ８

３ ２ １ ９

『投球回数』 ４ ３ ２ １

　投手の投球回数を決めるに当たっては、ｱｳﾄ1個を1/3回とする。 ５ ４ ３ ２

先発投手が6回1死のときに退けば、その投手は「5回1/3」の ６ ５ ４ ３

投球回数を記録する。 ７ ６ ５ ４

　救援投手が2人をｱｳﾄにしただけで退けば、その投手には ８ ７ ６ ５

「2/3」の投球回数を記録する。 ９ ８ ７ ６

（10） （11）



ｽｺｱｶｰﾄﾞの記入例（ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ時）

８ ９ １０ １１ １２ １３

（12）

ｔｂ

Ⅰ

ｔｂ

ｔｂ

ｔｂ

赤ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ

※　9回4番で終了し
　　10回よりﾀｲﾌﾞﾚｰｸ(tb)に
　　入る場合の記入例です。

打
席
数

打
　
数

得
　
点

安　　打

単
　
打

二
塁
打

三
塁
打


	ｽｺｱﾌﾞｯｸのつけ方 改正

